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いる．フェムト秒レーザ照射後の鉄に対する X 線自由電子レーザを用いたその場 X 線回折測定の結果，フェムト秒レ










果，両条件の最大転位密度は 2×1015 m−2 となり，最大転位密度の変化はなく微細組織の変化のみが生じていることを
確認している． 











密度をパラメータとすることで，硬度特性や残留応力特性などの力学特性の向上を表層 1-数 10 μmの領域において達
成できることを示している．また，それらの結果を基に，材料表面の力学特性向上のためのレーザ照射パラメータ選
定の指針を与えている． 
 以上のように，本論文はフェムト秒レーザ駆動衝撃波の材料表面の力学特性向上のための衝撃加工技術としての，
また衝撃初期過程の解明手法としての発展を目指し，それによって誘起される鉄内部の組織変化を明らかにすること
によりフェムト秒レーザ駆動衝撃波特有の高密度格子欠陥を有した組織の形成，その過程モデルの提案および衝撃波
を用いた材料表面の力学特性の制御を行ったものであり，学問的に価値が高い．また，本研究によりフェムト秒レー
ザ駆動衝撃波の極限状態の物質の振舞いを解明するためのツールとして，また産業分野における革新的な材料機能化
技術としての応用が期待され，学術的，工学的な発展が期待できる．よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める． 
 
 
